
､1

<
資
料
紹
介
>

金
井
延
関
係
'
農
商
務
省
所
管
'
明
治

･大
正
期

重
要
調
査
会
資
料

(
一
)

小

岩

信

竹

四 三 二

目

次

序第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
関
係
資
料

(以
上
本
号
)

生
産
調
査
会
活
動
時
期
工
場
法
関
係
資
料

経
済
調
査
会
関
係
資
料

51

金
井
延
は
'
慶
応
元
年
に
遠
江
国
磐
田
郡
三
川
村
に
生
ま
れ
'
東
京
'
ベ
ル
リ
ン
等
で
勉
学
を
重
ね
た
後
'
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

Ml
的

教
授
と
な
り
'
経
済
学
'
財
政
学
の
研
究
や
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ
た
経
済
学
者
で
あ
る
｡
金
井
は
'
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
経
済
学
を
日
本
に

(2
)

(3
)

本
格
的
に
導
入
し
た
人
物
で
あ
り
'
明
治

･
大
正
期
を
中
心
に
学
界
等
で
活
動
し
'
昭
和
八
年
に
没
し
た
｡
明
治

･
大
正
期
に
は
'
政
府

(4
)

が
設
置
し
た
重
要
調
査
会
が
あ

っ
た
｡
そ
の
主
な
も
の
は
､
大
蔵
省
所
管
の
貨
幣
制
度
調
査
会
や
'
鼻
商
務
省
所
管
の
鼻
商

工
高

等
会

(5
)

議
'
生
産
調
査
会
'
経
済
調
査
会
な
ど
で
あ
る
｡
金
井
は
'
こ
れ
ら
の
う
ち
の
'
貨
幣
制
度
調
査
会
'
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
及
び
経

(6
)

済
調
査
会
に
'
特
別
委
員
'
議
員
'
委
員
と
し
て
参
加
し
た
｡
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こ
れ
ら
の
調
査
会
は
'
時
々
の
重
要
経
済
問
題
を
政
府
よ
り
諮
問
さ
れ
'
答
申
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
'
政
府

の
政
策
決
定
過
程
に
大
き
な
影
響
を
持

っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
'
社
会
政
策
や
経
済
史
の
研
究
史
上
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
'
分
析
も
行

(7
)

わ
れ
て
き
て
い
る
｡
と
こ
ろ
で
'
重
要
調
査
会
に
お
い
て
は
'
議
員
'
委
員
等
に
資
料
等
が
配
付
さ
れ
'
ま
た
議
員
'
委
員
は
自
ら
も
資

料
を
集
め
た
と
思
わ
れ
る
が
'
農
商
務
省
所
管
の
重
要
調
査
会
に
関
連
す
る
資
料
で
'
金
井
の
手
許
に
集
め
ら
れ
た
資
料
を
中
心
と
す
る

も
の
が
'
弘
前
大
学
付
属
図
書
館
に
未
整
理
の
状
態
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
本
稿
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
｡

金
井
延
関
係
の
重
要
調
査
会
資
料
は
'
元
弘
前
大
学
学
長
柳
川
昇
が
弘
前
大
学
に
寄
贈
し
た
書
籍
等
よ
り
成
る
柳
川
文
庫
に
混
入
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
｡
柳
川
文
庫
は
'
柳
川
個
人
の
旧
蔵
書
と
'
東
京
大
学
経
済
学
部
旧
蔵
の
重
複
本
で
'
柳
川
の
尽
力
に
よ
り
も
ら
い
受

け
て
き
た
も
の
よ
り
成
り
'
金
井
関
係
資
料
は
い
ず
れ
か
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
'
詳
細
は
不
明
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
重

要
調
査
会
で
は
工
場
法
の
制
定
の
是
非
が
重
要
問
題
で
あ

っ
た
た
め
'
そ
の
資
料
に
は
工
場
法
関
係
資
料
が
多
-
含
ま
れ
て
お
り
'

『
日

(8
)

本
労
働
運
動
史
料
』
の
編
纂
に
参
画
し
た
柳
川
が
'
こ
れ
ら
の
資
料
を
入
手
し
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
｡

(9
)

と
こ
ろ
で
'
明
治

･
大
正
期
重
要
調
査
会
資
料
は
､
国
立
公
文
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
'
ま
た
'

一
部
は

『
日
本
労
働

運
動
史

(10
)

料
』
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
本
稿
で
は
'
既
知
資
料
や
他
機
関
で
の
利
用
が
可
能
な
資
料
は
い
-
つ
か
の
例
外
を
除
い
て
概
略
を
示
す

に
止
め
'
手
書
き
'
謄
写

(太
字
'
青
色
)
版
'
謄
写

(
ガ
-
)
版
印
刷
資
料
等
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡
な
お
'
こ
れ
ら

の
資
料
の
中
に
は
'
金
井
が
委
員
に
′な
ら
な
か
っ
た
'
生
産
調
査
会
の
活
動
時
期
に
印
刷
さ
れ
た
工
場
法
関
係
資
料
が
相
当
数
含
ま
れ
て

(ll
)

い
る
｡
こ
れ
ら
が
金
井
の
手
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
か
'
後
に
混
入
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
｡
本
稿
で
は
'
こ
れ
ら
の
資
料
も
あ

わ
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
｡
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(
1
)
金
井
延
に
つ
い
て
は
'
社
会
思
想
研
究
会
編

『河
合
栄
治
郎
全
集
』
第
八
巻
'
社
会
思
想
社
'

一
九
六
九
年
が
詳
し
い
O

同
巻
は
'

｢明
治
思
想

史
の
一
断
面
-

金
井
延
を
中
心
と
し
て
-

｣
及
び
解
説
等
よ
り
成
る
｡
本
文
部
分
は
'
河
合
栄
治
郎

『金
井
延
の
生
涯
と
学
蹟
』
'
日
本
評
論

社
'

7
九
三
九
年
を
'
伝
記
部
分
を
増
補
独
立
さ
せ
て
改
題
し
た
著
書
を
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
｡
金
井
に
つ
い
て
は
'
大
内
兵
衛

『経
済
学
五
十

年
』
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
六
〇
年
も
見
よ
｡

(
2

)

｢
そ
も
そ
も
'
金
井
先
生
が
盛
名
を
得
た
の
は
'
彼
の

『社
会
経
済
学
』
で
あ

っ
た
O
彼
は
そ
れ
に
よ
り
日
本
第

l
の
経
済
学
者
と
な
っ
た
の
で

あ
る
が
'
こ
の
本
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
ワ
-
グ
ナ
I
に
よ
っ
た
も
の
ら
し
い
O
先
生
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
習
っ
た
の
で
あ
り
-
-

-
｣
(大
内
前
掲
書
'

一
〇
頁
)0

(
3
)
河
合
前
掲
書
所
収
'
附
録
'
｢金
井
延
の
略
年
譜
｣
参
照
｡

(

4

)

貨
幣
制
度
調
査
会
に
つ
い
て
は
'
同
会
編

『貨
幣
制
度
調
査
会
報
告
』
'

一
八
九
五
年

(大
蔵
省
他
編

『明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集

成
』
第
十

二
巻
所
収
'
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
版
'

一
九
六
四
年
'
日
本
銀
行
調
査
局
編

『
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
』
第
十
六
'
十
七
巻
所
収
'
大
蔵

省
印
制
局
'

一
九
五
七
-
八
年
所
収
)
等
参
照
.

(
5
)
夫
々
の
調
査
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
'
通
商
産
業
省

『商
工
政
策
史
』
第
四
巻
'
商
工
政
策
史
刊
行
会
'

1
九
六

一
年
参
照
.

(
6
)
夫
々
の
調
査
会
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
る
｡
貨
幣
制
度
調
査
会
に
は
特
別
委
員
が
選
ば
れ
'
農
商
工
高
等
会
議
に
は
議
員
が
選
ば
れ
'
経
済
調
査

会
で
は
委
員
が
選
ば
れ
た
o

(
.7
)
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
及
び
生
産
調
査
会
に
つ
い
て
'
大
河
内

l
男

｢
労
働
保
護
立
法
の
理
論
に
つ
い
て
｣
(
『経
済
学
論
集
』
三
-

1
1
'

一
九
三
三
年
所
収

(
『大
河
内

一
男
集
』
第

一
巻
'
労
働
旬
報
社
'

一
九
八

一
年
に
再
録
)
)
'
龍
山
京

｢
工
場
法
の
成
立
と
実
施
に
お
け
る
官
僚

群
｣
(高
橋
幸
八
郎
編

『
日
本
近
代
化
の
研
究
』
下
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
二
年
所
収
)'
石
井
寛
治

｢
工
場
法
成
立
過
程
の
一
断
面
｣

(高

橋
幸
八
郎
'
安
藤
良
雄
'
近
藤
晃
編

『市
民
社
会
の
経
済
構
造
』
'
有
斐
閣
'

一
九
七
二
年
所
収
)
'
隅
谷
三
善
男

｢
工
場
法
体
制
と
労
使

関
係
｣

(同
編

『
日
本
労
使
関
係
史
論
』
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
七
年
所
収
)
等
が
分
析
を
行

っ
て
い
る
｡
ま
た
'
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
に
つ
い

て
は
'
河
合
前
掲
書
が
詳
し
い
｡
更
に
'
安
良
城
盛
昭
'
石
田
雄
'
大
石
嘉

一
郎
'
利
谷
信
義

｢産
業
資
本
確
立
期
に
お
け
る
国
家
と
経
済
｣

(高

橋
幸
八
郎
編

『
日
本
近
代
化
の
研
究
』
上
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
二
年
所
収
)
'
下
田
平
裕
身

｢
明
治
労
働
政
策
思
想
の
形
成
(上
)'
(下
)｣

(『経
済
と
経
済
学
』
三

一
'
三
二
'
一
九
七
二
-
三
年
所
収
)
も
見
よ
｡
生
産
調
査
会
に
つ
い
て
は
'
坂
本
悠

一
｢
工
場
法
の
制
定
と

｢
生
産
調
査
会
｣

-

ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
I
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
I

｣
(
『大
樟
論
叢
』
九
'

一
九
七
六
年
所
収
)
'
経
済
調
査
会
に
つ
い
て
は
'
原
田
敬

l
｢
一
九

1

0
年
代
の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
と
日
本
興
業
銀
行
-

『
工
業
銀
行
』
化
を
め
ぐ
っ
て
-

｣
(
『侍
兼
山
論
叢
』

一
一
㌧

一
九
七
八
年
所
収
)'
浅
井

良
夫

｢
経
済
調
査
会
に
お
け
る
工
業
金
融
問
題
｣
(成
城
大
学
経
済
学
会
編

『成
城
大
学
経
済
学
部
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
』
'

一
九
八
〇
年
所

収
)
等
が
あ
る
｡
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(

8

)

同
史
料
第

一
巻
参
照
｡

(
9
)
浅
井
前
掲
稿
は
'
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
を
紹
介
'
引
用
し
て
い
る
｡

(
10
)
労
働
運
動
史
料
委
員
会

『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
三
巻
'
同
委
員
会
'

一
九
六
八
年
｡
同
書
第

一
編

｢
労
働
者
状
態
と
工
場
法
｣
は
､
農
商
工

高
等
会
議
史
料
'
生
産
調
査
会
関
係
史
料
を
多
-
所
収
し
て
い
る
｡

(
11
)
本
資
料
が
柳
川
の
手
に
渡

っ
た
経
緯
が
不
明
な
の
で
'
混
入
資
料
を
厳
密
に
判
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡
昭
和
戦
前
期
の
資
料
は
明
ら
か

に
混
入
し
た
も
の
な
の
で
'
本
稿
で
は
こ
れ
ら
は
省
略
し
た
｡

第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
関
係
資
料
の
目
録
は
'
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

A

高
等
会
議
資
料

1

農
商
工
高
等
会
議
規
則

〔明
治
三
十
年
六
月
〕

一
冊

2

農
商
工
高
等
会
議
議
事
規
則
集

〔日
欠
〕

一
冊

3

題
欠

(農
商
工
業
高
等
会
議
ノ
職
分
並
二
議
事
ノ
範
囲
ハ
何
ソ
)

〔日
欠
〕

一
冊

(
三
枚
)

4

農
商
工
高
等
会
議
諮
問

(
目
録
'
諮
問
事
項
)

〔日
欠
〕

一
冊

5

農
商
工
高
等
会
議
議
長
以
下
名
簿

〔日
欠
〕

一
冊

6

農
商
工
高
等
会
議
議
員

(出
欠
別
)

〔日
欠
〕

一
冊

7

諮
問
事
項
第

ニ
ラ
一
対
ス
ル
答
案
ノ
修
正
案

(金
井
延
提
出
)

〔日
欠
〕

一
冊

8

工
場
法
案

(諮
問
案
)

〔日
欠
〕

一
冊

9

工
場
法
案

(委
員
全
案
)
.〔日
欠
〕

一
冊



▼ト

01112
一
131

委
員
会
提
出
建
議

(
二
通
重
複
)

〔日
欠
〕
十
四
通

建
議
案

二
対
ス
ル
委
員
会
決
議
事
項

〔明
治
三
十

一
年
十

一
月
〕

一
冊

農
商
工
高
等
会
議
諮
問
案
参
考
書
類

(
目
録
'
参
考
書
類
)

〔日
欠
〕

一
冊

府
県
工
業
取
締
規
則

(
目
録
'
規
則
)
〔明
治
十
四
～
三
十

一
年
の
規
則
を
含
む
〓

冊

B

関
係
書
類

41516171

工
場
法
案
に
対
す
る
意
見
書

(労
働
組
合
期
成
会
)

〔明
治
三
十

一
年
十

一
月
〕

一
冊

労
働
組
合
期
成
会
工
場
法
案
修
正
意
見

〔日
欠
〕

一
冊

陳
情
書

(高
岩
安
太
郎
'
足
尾
銅
山
鉱
毒
関
係
)

〔明
治
三
十
年
四
月
〕

一
冊

東
京
日
々
新
聞
記
事

(農
商
工
高
等
会
議
関
係
)

〔明
治
三
十

一
年
十
月
〕

一
部

55

資
料
の
概
要

第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
資
料
に
つ
い
て
は
'
既
刊
文
献
で
は
次
の
も
の
が
'
部
分
ず
つ
を
掲
載
し
て
い
る
｡

(12
)

①
農
商
工
高
等
会
議

『
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
議
事
録
』

(13
)

㊥
通
省
産
業
省

『
商
工
政
策
史
』
第
四
巻

(14
)

G
)労
働
運
動
史
料
委
員
会

『
日
本
労
働
運
動
史
料
』
第
三
巻

第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
は
㊥
が
詳
し
く

ま
た
①
ほ
基
本
的
資
料
の
ほ
と
ん
ど
を
網
羅
し
て
い
る
｡
G
)は
工
場
法

関
係
資
料
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
｡
以
下
で
は
'
こ
れ
ら
の
諸
文
献
を
前
提
と
し
て
ゆ
き
た
い
｡

(15
)

さ
て
'
資
料
1
'
2
'
5
は
㊥
に
所
収
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
6
ほ
①
の
記
載
に
'

｢
抽
簸
ヲ
行
ヒ
席
次
ヲ
定
ム
其
ノ
結
果
左
ノ
如
シ
｣
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(
16
)

(17
)

(18
)

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

｡

4
は
①
'
㊥
と
も
に
提
載
し
て
い
る
｡

一
万
7
は
①
に
一
部
掲
載
さ
れ
て
.い
る
が
'
弘
前
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
資
料
は
'
金
井
が
ペ
ン
及
び
鉛
筆
で
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
訂
正
箇
所
の
一
部
は
①
に
よ
り
'
会
議
の
席
上
'
金
井
が

(19
)

読
み
上
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

(20
)

次
に
'
14
㌧
15
は
0
に
所
収
さ
れ
て
い
る
0
16
は
い
ず
れ
に
も
所
収
さ
れ
て
い
な
い
が
'
活
字
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
非
売
品
と

な
っ
て
い
る
が
'
広
-
流
布
し
た
可
能
性
が
あ
る
｡
ま
た
こ
の
資
料

(陳
情
書
)
は
'
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
開
会
時
期
と
印
刷
時
期

が

一
致
す
る
が
'
会
議
と
直
接
結
び
つ
-
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
｡

①
'
㊥
'
0
に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
資
料
は
3
'
は
'
13
及
び
7
の
1
部
と
16
､
17
で
あ
る
.
こ
の
う
ち
'
13
は
や
や
大
部
の
も
の
で

あ
る
が
12
の
別
冊
で
あ
る
.
ま
た
3
'
7
は
謄
写
版

(太
字
'
青
色
)
刷
り

(
1
部
手
書
き
)
で
あ
る
の
に
対
し
t
u
t
13
㌧
16
㌧
17
は

活
字
で
あ
る
｡
以
下
､
既
刊
文
献
に
未
収
録
の
文
献
を
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
｡

A
-
3

｢
題
欠
｣

目
鼻
商
工
業
高
等
会
議
ノ
職
分
並
二
議
事
ノ
範
囲

ハ
何
ソ

ロ
同
会
議
ノ
重
要
ナ
ル
目
的
並
二
実
際
的
応
用

千
八
百
八
十
二
年

一
月
十

一
日
及
同
十
月
十
三
日
閣
令

二
依
り
同
年

二
於
テ
同
会
議

二
代
フ
ル
ニ
左
ノ
二
会
議
ヲ
以
テ
セ
リ

農
業
高
等
会
議

商
工
業
高
等
会
議

農
業
高
等
会
議

ハ
法
律
委
員
若
干
名
及
農
務
省

二
於
テ
参
列
セ
シ
ム
へ
キ
必
要
ヲ
認
メ
タ
ル
委
員
ヲ
以
テ
組
織
シ
農
業
部
農
業
水
芸
部
山

林
部
養
馬
部
ノ
四
委
員
ヨ
リ
成
立
ス

商
工
業
高
等
会
議
モ
亦
前
記
会
議
卜
同

一
ノ
委
員
ヲ
以
テ
組
織
シ
特

二
該
事
業

二
於
ケ
ル
専
門
家
ヲ
任
用
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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該
会
議

ハ
関
税

二
関

ス
ル
法
律

ノ
草
案
'
関
税

ノ
適
用

二
関

ス
ル
方
法
通
商
航
海
条
約

ノ
草
案
'

｢
ア
ル
ジ

ェ
リ
ー
｣
及
其

ノ
他

ノ
植
民

地

二
適
用

ス
ル
商
法

ノ
編
纂
'
海
上
漁
業
及
商
船

ノ
奨
励
'
植
民
地
及
移
民
問
題
並

二
政
府

二
於
テ
同
会
議

二
付

ス
へ
キ
必
要

ヲ
認

メ
タ

ル
諸
般

ノ
事
項

二
就
キ
審
議

シ
意
見

ヲ
提
出

ス
ル
コ
ト
ヲ
待
又
該
会
議

ハ
国
務
大
臣
ノ
特
許
ヲ
経
テ
或

ル
事
項

二
付
調
査
ヲ
行

フ
コ
ト
ヲ

待
'
但
シ
同
会
議

二
於
三

息
見

ヲ
提
出

ス
ル
モ
其
議
事

ノ
範
囲
内

ニ
ア
ル
諸
般

ノ
問
題

二
対
シ
必

ス
シ
モ
採
用

ノ
要
求
ヲ
ナ
ス
ヲ
得

ス
且

同
会
議

ハ
国
務
大
臣

二
於
テ
特

二
必
要
ヲ
認

メ
タ
ル
時

二
限
り
召
集

セ
ラ
ル
､
モ
ノ
ト
ス

農
業
高
等
会
議

モ
亦
之

二
同
シ

肖
政
府

ハ
時
宜

二
従

ヒ
両
院

ノ
議
決
上

二
影
響
ヲ
蒙
ラ
シ
メ
ン
カ
為

メ
該
会
議
ヲ
使
用

ス
ル
コ
ト
ア
ル
カ

該
会
議

ハ
政
府

二
対

シ
参
事
会

タ
ル
性
質

ヲ
帯

フ
ル
モ
ノ
1i

テ
其
職
分
ト
ス
ル
所

ハ
政
府

二
対
シ
参
考
上
ノ
資
料
ヲ
供
給

ス
ル
ニ
ア
ル

カ
故

二
政
府

ハ
其
意
見
ヲ
使
用

ス
ル
コ
ト
ア
リ
即
チ
閣
令
ヲ
発
布

セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
若
ク
ハ
議
会

二
提
出

ス
へ
キ
法
律

ノ
草
案

ヲ
起
草

ス

ル
ト
キ
又

ハ
両
院
議
事
討
論

ノ
際

ハ
該
会
議

ノ
意
見
ヲ
引
用

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

的
政
府

ハ
通
例
如
何
ナ
ル
場
合

二
於
テ
該
会
議

二
対
シ
意
見
ヲ
諮
問

ス
ル
カ

前
記
第
二
第
三
間

二
対

ス
ル
解
答
中

二
指
示
シ
タ
ル
場
合

二
於
テ
該
会
議

二
対
シ
意
見
ヲ
諮
問

ス
ル
コ
ト
多

シ

㈲
該
会
議

ノ
決
議

ハ
農
商
工
業
上

二
如
何
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
シ
如
何
ナ
ル
効
力

ヲ
有

ス
ル
カ

該
会
議

ハ
政
府

二
対
シ
参
事
会
タ
ル
性
質

ヲ
帯

フ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故

二
農
商
工
業
上

二
直
接

ノ
勢
力
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ヲ
得

ス
然
-
ト
錐

モ

該
会
議

ノ
意
見

ヲ
採
用

ス
ル
官
庁

ハ
諸
般

ノ
要
用
ナ
ル
場
合

二
当
り
之

ヲ
利
用

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
該
会
議

ノ
決
議

ハ
国
産
上

二
於
ケ
ル

一

般

ノ
利
益
及
専
門
的
事
項

二
関
シ
政
府

二
対
シ
テ
参
考
上
ノ
資
料

ヲ
供
給

ス
ル
モ
ノ
ク
リ

的
該
会
議
力
政
府

ノ
行
政
上

二
枢
要

ノ
任
務
ヲ
尽
シ
タ
ル
著
大
ノ
先
例

ハ
何

ソ

著
大
ノ
先
例
ト
ス
へ
キ
モ
ノ
ハ
農
業
及
商
工
業
両
高
等
会
議
力
従
千
八
百
八
十
九
年
至
千
八
百
九
十
年

二
於
テ
通
商
条
約

ノ
改
正

二
対

シ
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テ
行
ヒ
タ
ル
調
査

ニ
ア
-
当
時
両
会
議
力
各
国

二
公
刊
シ
タ
ル
会
議
錬

ハ
新
関
税
制
度

二
閲
ス
ル
両
院
ノ
討
議
進
行
中
往
々
引
用
セ
ラ
レ

(〟
)

タ
ル
コ
ト
ア
-
孟
シ
之

二
依
テ
該
会
議
ノ
職
分
ヲ
尽
ス
へ
キ
場
合
並

二
該
会
議

二
付
帯

ス
ル
任
務
ヲ
明
解
□
ロ

コ

ト
ヲ
得
タ
リ

挽
今

二
至
り
商
工
業
高
等
会
議

ハ
穀
物

二
関
ス
ル
税
法

一
時
中
止

二
就
キ
当
局
官
省

ヨ
-
諮
問
ヲ
受
ケ
タ
ル
コ
ト
ア
-
当
時
議
会

ハ
閉
会

中
ナ
-
シ
ヲ
以
テ
政
府

ハ
該
会
議
ノ
意
見

二
拠
-
テ
責
任
ヲ
帯

フ
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
-

〔解
題
〕
謄
写
､
(太
字
'
青
色
)
版
刷
り
｡
口
は
印
刷
不
明
箇
所
を
示
す
｡
｢
｢
ア
ル
ジ

ェ
-
1
｣
及
其
ノ
他
ノ
植
民
地
｣
の
文
言
か
ら
'

フ
ラ
ン
ス
の
高
等
会
議
の
性
質
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
の
討
論
の
中
で
'
田
口

(21
)

卯
吉
が
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
会
議
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

｡

『
商
工
政
策
史
』
第
四
巻
に
よ
れ
ば
'
日
本
の
農
商
工
高
等
会
議
は
'
第

一
回
に
お
い
て
ほ
'
貿
易
関
係
事
項
の
み
が
諮

問

さ

れ

た

5喝
)

が
､
第
三
回
に
は
諮
問
事
項
が
農
商
工
業
全
般
に
拡
大
さ
れ
た
｡

本
資
料
は
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
の
職
分
拡
大
に
至
る
過
程
で
の
参

考
資
料
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
前
掲
の
田
口
卯
書
の
発
言
も
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
｡

AI

7

｢
諮
問
事
項
第

1
号

二
対
ス
ル
答
案
ノ
修
正
案
｣

外
資
輸
入

二
関
ス
ル
農
商
工
高
等
会
議
諮
問
事
項

二
対
ス
ル
稗
見

諮
問
事
項
第

一
号

二
対
ス
ル
答
案

ノ
修
正
案

金
井
延
提
出

凡
ソ
資
本
ノ
安
全

ニ
シ
テ
利
益
多
キ
所

二
流
入
ス
ル
ハ
経
済
上

一
般
/
趨
勢

ニ
シ
テ
狼

二
制
止
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
得

へ
カ
ラ
ス
而
シ
テ
本

邦
ノ
如
ク
資
本
ノ
需
要
急
速

ニ
シ
テ
目
下
内
地
ノ
供
給
之

二
伴
フ
コ
ト
能

ハ
サ
ル
ニ
当
り
内
外
資
本
ノ
共
通
ヲ
図
ル
ハ
必
要

ノ
事

二
属

ス

随
テ
法
令
制
度
<
民
情
>
等

二
於
テ
其
パ
共
通
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
廃
改

ス
ル
ハ
最
モ
急
務
タ
ル
ヲ
信
ス
然

レ
ト
モ
特
別
保
護
的
ノ
手
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段
ヲ
以
テ
濫

二
外
資

ヲ
輸
入
ス
ル
ハ
大

二
考
慮

ヲ
要

ス
へ
キ
モ
ノ
ア
-
特

二
政
府
保
証

ノ
下

二
成
立
ス
ル
所
ノ
銀
行

二
由
テ
外
資

ヲ
輸
入

ス
ル
カ
如
キ

ハ
目
下
我
邦

ノ
世
界

二
対
シ
テ
有

ス
ル
信
用

ノ
程
度

ニ
テ

ハ
決
シ
テ
低
利

ノ
契
約

ヲ
為

ス
能

ハ
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
而
シ
テ
銀

行

ノ
貸
出

ス
所

モ
亦
封
酎

<

一
地
方
>

1
局
部

二
限
-
l二

般
経
済
社
会

二
及

フ
能

ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
策

ノ
最

モ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ

ス
斯

ノ
如
キ

ハ
実
際
政
府

ノ
手
ヲ
以
テ

一
時

ハ
巨
額

ノ
資
金

ヲ
輸
入
シ
テ
漫
然
之

ヲ
金
融
市
場

二
散
布

シ
忽
チ
ニ
シ
テ
再

ヒ
之

ヲ
消
失

セ

シ
ム
ル
ト
鼎

ノ
結
果
ヲ
同

フ
ス
外
資~
矧
刃
.ハ
~
雪

謝
刊
刊
m川
風
列
廟
過
刃
.〟
.列
助
｣刀
剣
削
.ハ
創
矧
〓
習

雪

今
和
パ
印
判
矧
矧
萄

場
合

二
於
テ
行

フ
可
キ
策

ニ
ア
ラ
ス
本
邦

ノ
社
会
経
済
全
体

ハ
戦
後
世
界

ノ
大
勢
上
避
ク
可
ラ

サ
ル
事
情

ノ
変
態

ノ
為

メ
変
態

二
陥
り
未
夕
其

ノ
常
態

二
復

セ
ス
之

レ
カ
為

メ
今
後
尚
数
年
間

ハ
時
々
株
式

ノ
低
落
輸
入
ノ
超
過
等
種
々

ノ
困
難
ア
ル
ヲ
免

レ
ス
国
民

ハ
臥
薪
嘗
階

ノ
精
神
ヲ
以
テ
之

二
堪

へ
ザ
ル
可
ラ
ス
外
債

二
依
リ
テ
内
債

ヲ
償
還

ス
ル
モ
未
夕
遠
カ

ニ
経
済

社
会

-
変
態

マ

ン
ナ
常
態

二
役

廿
T

-
l
陽
粟

粒
昔
日
ワ
比

ル
サ
仙
中
り
決

･ン
...T
有
ナ
ウ
ル
可
･ン
拙
ヤ
叶
仙

-
托
岬

二
村

,'
ル
鳩

...
･､i

(重
)へリ
)

(ノ
)

確
立

ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
徒
ラ
ニ
負
担
ヲ
将
来

ニ
ロ

ロ

シ
テ
何
□

利
益

モ
之
ナ
カ
ル
可
キ

ニ
於
テ
オ
ヤ
其
他
今
日
ノ
変
態

二
在
リ
テ
区

々
タ
ル
救
済
策

ノ
如
キ

ハ
偶

マ
以
テ

一
部

ノ
株
屋
連

ヲ
救

フ
テ
其

ノ
今
度

ヨ
リ
生

ス
ル
倒
産

ヲ
避
ケ
シ
ム
ル
ニ
過
キ
サ
ル
可
シ
断

シ
テ

一

坤
粁
済
社
会

-
利
払
ヮ
牛

,'
ル
T･
#
.;'..hT'.Sl
下

血
可
叶
谷
:
ワ
利
用
･ン
市
域

-
乱れ
拙

･.I:臥
.｣識

1
コ
仙
り
唄
収

･ン
:･%
二
二
.千
余
イ

バ
■

浴

日
収
i"
h･少
缶
融
り
汎

七
J

I
付
副
H
.署

･ン
ム
ル
カ
か
キ

ハ
.=
小
.両
.此
〓
油
日
.弓
醐
可
馴
叫
小
･
ル
七
回

1
-
小

三
-
..r

刃
故

二
外
資
輸
入
ノ
方
法
並

二
使
用
法

ノ
如
何

二
関
シ
テ

ハ
極

メ
テ
慎
重

ノ
注
意

ヲ
加

へ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス

】j)a)爪

之

ヲ
要

ス
ル
ニ
目
下

ノ
場
合

二
於
テ
為

ス
可
キ
所

ハ
唯
法
令
制
度
等

ノ
外
資
輸
入
ヲ
防
害

ス
ル
モ
ノ
ヲ
廃
改

ス
ル
ト
政
府
力
自
ラ
低
利

ノ

外
債

ヲ
募
り
之

ヲ
以
テ
交
通
機
関
ヲ
姶

メ
給
テ
経
済
社
会
全
体

ノ
生
産
力
ヲ
増
大

ス
へ
キ
国
家
事
業
及
確
実
ナ
ル

(
民
業
<
民
有
鉄
道
航

海
事
業

ノ
如
キ
ヲ
云
フ
>
)
ノ
観
劇
~
雪

印
刃

リ
与

へ
ザ
ル
ヲ
原
則
ト
シ
与

フ
ル
ヲ
寧

口
例
外
ト
ス
可
シ
)

ニ
費
ヤ
シ
之

ヲ
整
理
拡
張
シ
以
テ
間
接

-二

般
商
工
業

ヲ
振
作

ス
ル
ノ
道
-
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ノ
二
者

ア
ル
ノ
,､､
ト
信

ス

〔解
題
〕
謄
写

(太
字
'
青
色
)
刷
り
に
'
イ
ン
ク
及
び
鉛
筆
で
訂
正
及
び
加
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
｡
傍
線
は
加
筆

を

示
す
｡

<

>
は
削
除
部
分
を
示
す
｡
口
は
判
読
困
難
部
分
で
あ
る
｡

『
第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
議
事
速
記
録
』
に
よ
れ
ば
'
金
井
払
本
文
を

(
g
3
)

I

提
出
し
た
後
'
討
論
の
際
に
訂
正
箇
所
の
一
部
を
読
み
上
げ
た

｡

そ
れ
ら
は
'
削
除
部
分
と
字
句
の
訂
正
箇
所
の
み
で
あ
り
'
長
文
の
追

加
は
読
み
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
｡

A
-
12

｢
農
商
工
高
等
会
議
諮
問
案
参
考
書
類
｣

(
目
録
部
分
)

農
商
工
高
等
会
議
諮
問
案
参
考
書
類
目
録

一

正
貨
及
紙
幣
市
場
流
通
高
表

*

1

輸
出
入
額
十
ケ
年
間
増
減
対
照
表

*

一

全
国
平
均
金
利
点
線
表

一

東
京
金
利
点
線
表

朗
明
男

宗

東
京
大
阪
労
銀
昂
低
表

*

同

東
京
大
阪
物
価
局
低
蓑
*

各
種
株
式
会
社
社
数
井
資
本
金
高
及
社
債
券
発
行
現
在
額
表
*

新
設
会
社
社
数
井
資
本
金
額
表

*

解
散
会
社
社
数
井
資
本
金
額
表

*

欧
州

二
於
ケ
ル
金
利
累
年
比
較
表

♯



大
阪
金
利
点
線
表

別
朋
治
讐

鞘
商
品
金
銀
比
較
対
照
表

輸
出
品
価
額
国
別
表

(金
銀
貨
国
別
)

輸
入
品
価
額
国
別
表

(金
銀
貨
国
別
)

外
国
為
替
相
場
表

民
法
'
同
施
行
法
並
商
法
草
按
中
外
国
人

二
関
ス
ル
規
定

特
別
法
令
中
農
商
工
業

二
関
シ
外
国
人
権
利
制
限
ノ
規
定

製
品
別
全
国
工
場
及
職
工
統
計

工
場
及
職
工
二
関
ス
ル
通
幣

一
班

府
県
工
業
取
締
規
則
*

明
治
三
十
年
七
月
廿
日
以
後
同
盟
罷
工
報
告
表

工
業
試
験
所
ノ
組
織
規
模

*

工
業
試
験
所
ノ
創
立
費

*

工
業
試
験
所
業
務

往
年
本
邦

二
於
ケ
ル
試
験
機
関

現
今
本
邦

二
於
ケ
ル
試
験
機
関

独
逸
帝
国
工
業
試
験
所

二
関
ス
ル
支
出
金

一
覧

内
務
省
衛
生
試
験
所
工
業
品
検
査
表

(明
治
廿
九
年
)
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一

鉱
山
局
地
質
課
分
析
累
年
比
較
表

一

土
地
整
理
法
発
布
ノ
必
要
ナ
ル
理
由

一

土
地
整
理
二
関
ス
ル
事
例

7

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
工
芸
部
二
外
国
出
品
ヲ
求
ム
ル
ノ
建
議

一

蘇
州
日
本
居
留
地
取
極
書
*

一

抗
州
日
本
居
留
地
取
極
書
*

一

抗
州
帝
国
居
留
地
地
所
借
用
仮
規
則
*

一

抗
州
帝
国
居
留
地
確
定

二
付
告
示
ノ
件
*

一

抗
州
城
内
外
土
地
租
用
ノ
件
*

〔解
題
〕
上
質
用
紙
に
活
字
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
'
参
考
書
頬
の
記
載
も
同
様
で
あ
る
｡
*
を
付
し
た
も
の
は
残
存
資
料

を
示

す
｡
他
は
欠
落
し
て
い
る
｡
参
考
書
類
の
う
ち
､

｢
府
県
工
業
取
締
規
則
｣
は
他
に
比
較
し
て
大
部
な
の
で
別
に
掲

げ

た

(A
-
13
)0

目
録
の
原
資
料
に
は
'
い
-
つ
か
ず
つ
'
内
容
の
類
似
性
に
あ
わ
せ
､
空
自
に
よ
り
段
落
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
省
略
し
た
｡
参
考
書

(別)

類
に
は
小
さ
な
も
の
も
多
-
'
同

一
の
紙
に
続
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
や
､
表
裏
に
記
載
さ
れ
て
い
･る
も
の
も
あ
る

｡

*
を
付
し
た

も
の
の
う
ち
の
い
-
つ
か
を
以
下
に
紹
介
す
る
｡

A
-
12

同
前

(参
考
書
類
)

正
貨
及
紙
幣
市
場
流
通
高
表

(部
分
)



正
貨
及
紙
幣
流
通
高
表
(単
位
千
円
)

年
月

流
通

局
国
庫
在
高

差
引
市
場

流
通
高

r
iE
貨
I
紙
幣

l
計
正
貨
l
紙
幣

l
計

2
6年
6
月
末
4
7
5
14
16
52
7
0
2
12
7
8
5

3
57
7
2
17
7
0
13

2
6
〟
12
〟

50
6
7
2
18
5
147
23
58
19

3
7
84
4
19
79
7
5

2
7
〟
6
〟

52
2
53
17
66
2
1
2
3
0
8
7
3
24
18
4
16
0
0
4
40
19
186
8
54

2
7
〟
12
〟

6
2
7
1
1
18
50
0
0
2
4
77
1
1
26
6
8
13
9
56
16
6
2
4
2
3
1()87

2
8
〟
6
〟

6
7
3
58
17
6
3
6
1
2
4
37
1.9
52
7
6
10
559

15
8
3
5
22
78
8
4

2
8
〟
12
〟

6
9
7
3
8
2
12
26
3
2
8
20
0
1
20
2
2
9
50
0
1
152
2
27
0
4
79

29
〟
6
〟

6
9
6
4
3
20
2
10
8
2
7
17
50

8
8
5
10
89
1
1
177
7
2
59
9
7
4

2
9
〟
12
〟

7
6
186

2
2
2
18
8
3
0
0
3
7
4
ヽ
4
53

9
6
4
7
10̀
10
0
2
9
0
27
4

3
0
〟
6
〟

8
0
59
3
2
1
14
2
1
2
9
2
0
15

4
9
2
1
156
5
12
0
4
7
2
79
9
6
7

3
0
〟
12
〟

9
17
6
5
2
3
8
7
0
5
3
3
0
43
9
4
39
2
14
4
2
7
19
3
59
3
1
10
8
0

(宍)
〔峯
牌
〕
『哩
僅
瀬
尾
.7k
脈
』
刈
弛
張
牛
巾
鼎
P東
伯o
匡
慮
.Tt=
鼎
軽
さ
鼎
HJ
11正
こ刈
ii
n:
Q
轟
型
策
蜜
輔
的
夫
}
ニ
PQ
Q
tl
夜
J

}
′
強
嘱
望
nI
尭
'･th
一
札
策
尊
慮
竹
夫
}
二
伸
o
り
り
臣
空
欄
Q
JO
少
′
lく
n
:
～
+
1
1正
こQ
奄
e
正
蟹
玉
J
ヰ
J
o
『
蛸
僅
無
垢
1k
鵬
』

夏
空
′
肖
鞘
′
是
妊
Q
官
.%
'&
,W
鮮
竹
夫
}
ニ
rQ
'&
′
強
鼎
出
と
4痛
撃
Q
正
''&
.WPh弾
的
夫
}
二
伸
o
1
iで
i4
鼎
出
と
『峨
催
無
垢
お

膳
』
iH
j
ニ
粗
壁
浬
腫
策
蜜
縛
的
七
}
ニ
rQ
噴
'&
車
重
中
嶋
rQ
o
墜
断
定
出
と
E:
Q
砂
壁
叫
㌣
密
輔
的
夫
}
二
伸
○

i
-
ヨ
匡
橿
(瓶
船
舶
贋
)
湛

溢
貫
目
衷
心
モ
朝
貢
畔
姓
当
溢
鼎

I.-:I
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罪

Jf[
申

せ

j
t
港

fi
紗

空

知

や

tb
滞

(藤
袴
i>
-
%

)

載 皿 蛍 雪 溝 欝 芦 淋

初

酋 鰍 藩 固 周 囲 団 凪

Ji W CAD UI UI Ji JiJi -(:pU1-

N O) の CAD N ⊂> CA3 - l
ーl N ⊂〉 Ul の Ul ⊂〉 ー1 01く=)

Ji W W UIJi Ji CL3Ji -(:pの-

むつ Ul くエI の -1 UI UI N l
⊂> くエI (:か くヱI ー1 の UI W -1⊂〉

W CAD (ノJ Ji Ji Ji W CAD -(:p-1一一一

ー1 0} Ji (刀 -l CAD くエI N- ⊂〉 ⊂〉 Ul くエI ⊂〉 Ji (:p J(X)
⊂〉

WWCADJi A JiWCAD -(:かく:p-

くエIO)Ul一一一lNWWCADののJi ト▲⊂〉Ji⊂〉 Jくp
Ul

U CAD N Ji CAD CAD CAD -(:p

怠 琵 g lES 3 品 g: 00(.D

W N N Ji CL3 N N ー■■■(X)(D

= 聖 霊 lEe oG} S 茎 01

W N CAD UI A W N N -CD

NJi⊂〉⊂)(≡)の⊂〉Ji く.DのUl○○∽⊂〉tDのくつG}

〔解
題
〕
幕
末
よ
り
明
治
中
期
に
至
る
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
金
利
動
向
を
調
査
し
た
表
で
あ
る
｡
活
字
印
刷
に
一
部
赤
イ
ン
ク

で
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
｡

A
-
13

｢
府
県
工
業
取
締
規
則
｣

府
県
工
業
取
締
規
則

一

製
造
所
管
理

二
関
ス
ル
布
達

明
治
十
四
年
八
月

一
日

警
視
庁

一

製
造
所
建
設
等
出
願
方
布
達

同
年
同
月
十
二
日

同

一

煙
火
取
締
規
則

同
廿
年
六
月
廿
九
日

同

一

同
執
行
心
得

同
年
八
月
十
二
日

同

一

鍛
冶
鋳
物
鋳
掛
工
場
取
締
規
則

同
廿
二
年
十
月
廿
八
日

同
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同
執
行
心
得

同
廿
四
年
四
月
廿
二
日

同

石
油
精
製
場
貯
蔵
場
及
運
搬
取
締
規
則

同
年
同
月
同
日

同

同
執
行
心
得

同
年
五
月
二
日

同

魚
獣
化
製
場
取
締
規
則

同
廿
五
年
二
月
三
日

同

同
執
行
心
得

同
年
同
月
同
日

同

汽
鐘
汽
境
取
締
規
則

同
廿
七
年
四
月
廿
六
日

同

製
造
場
取
締
規
則

同
廿
九
年
十
月
三
日

京
都
府

同
施
行
手
続

同
升
年
四
月
六
日

同

3R;H;E

職
工
雇
人
止
並
紹
介
人
取
締
規
則

同
廿
七
年
十
二
月
十
五
日
大
坂
府

製
造
場
取
締
虜
則

同
廿
九
年
二
月

1
日

同

*

3n;n;∫

製
造
場
取
締
規
則
施
行
心
得

明
治
廿
九
年
二
月
七
日

大
坂
府

製
造
場
所
設
置
出
願
方
県
令

同
廿
二
年
五
月
四
日

兵
庫
県

黄
燐
摺
附
木
製
造
取
締
規
則

同
廿
三
年
八
月
升
日

岡

汽
鐘
楼
取
締
規
則

同

職
工
営
業
主
及
紹
介
人
取
締
規
則

同

火
工
場
取
締
規
則

同
廿

一
年
五
月
廿
九
日

同

火
工
場
取
払
ノ
件

同
廿

一
年
五
月
廿
九
日

同

製
造
所
建
設
出
願
方
ノ
件

同
年
同
月
同
日

同
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一

剥
製
鳥
獣
細
工
取
締
ノ
件

同
廿
三
年
二
月
十
七
日

同

一

摺
付
木
製
造
所
取
締
規
則

同
廿
三
年
十
月
六
日

同

一

同
取
扱
手
続

同
年
同
月
十
日

同

一

諸
製
造
所
建
設
規
則

山
梨
県

一

燐
寸
軸
木
製
造
場
取
締
規
則

同
廿
七
年
五
月
廿
三
日

岩
手
県

一

黄
燐
製
摺
付
木
製
造
取
締
規
則

島
根
県

一

工
業
場
取
締
規
則

同
升

一
年
五
月
十
四
日

広
島
県

〔解
題
〕

｢
府
県
工
業
取
締
規
則
｣
の
目
録
部
分
の
み
を
掲
示
し
た
｡
二
頁
に
わ
た
り
*
ま
で
が

一
頁
で
あ
る
｡
年
月
の
記
載
が
な
い

山
梨
県
及
び
島
根
県
の
規
則
の
う
ち
'
島
根
県
の
分
は
'
付
則
の
中
に

｢
此
規
則
施
行
以
前
ノ
建
造

二
係
ル
モ
ノ
ハ
明
治
二
十
六
年
三
月

三
十

一
日
限
り
第
二
条

二
記
載
シ
タ
ル
図
面
並

二
取
調
書
ヲ
添
へ
-
-
｣
の
文
書
が
見
え
る
｡

(
12
)
農
商
工
高
等
会
議

『第
三
回
農
商
工
高
等
会
議
議
事
速
記
録
』
､
有
隣
堂
'

一
八
九
九
年
｡

(
13
)
通
商
産
業
省
前
掲
書
｡

(

1

4
)

日
本
労
働
運
動
史
料
委
員
会
前
掲
書
｡

(
1
5

)
通
商
産
業
省
前
掲
書
二
九
-

三
三
貢
｡

(
16
)
農
商
工
高
等
会
議
前
掲
書
六
五
-
六
頁
｡

(
17
)
同
右
喜

一
-
三
三
頁
及
び
'
通
商
産
業
省
前
掲
書
三
三
-
四
四
頁
｡

(
18
)
(
19
)

農
商
工
高
等
会
議
同
右
書
三
三
五
-
六
'
三
三
九
-
四
〇
頁
｡

(
20
)
日
本
労
働
運
動
史
料
委
員
会
前
掲
書

一
九
四
-
八
頁
｡

(
21
)
田
口
は
'
島
田
三
郎
'

中
野
武
常
と
の
共
同
提
出
建
議
で
あ
る

｢製
産

二
課
ス
ル
租
税
ノ
興
廃
増
減

二
関
ス
ル
建
議
案
｣

に
関
す
る
討
論
の
中

で
'
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
｡

｢
-
-
先
ツ
今
日
吾
々
'

即
チ
商
工
業
家
ト
シ
テ
'

其
ノ
税
ガ
何

二
属
ス
ル
カ
知
ラ
ヌ
ガ
'

今
日
ノ
帝
国
議

会

ハ
組
織
上
不
完
全
ナ
ル
所
ヨ
リ
シ
テ
'
製
造
人
等
ノ
利
害

ハ
大

二
代
表
セ
ラ
レ
テ
居
ラ
ヌ
'
然
ル
ニ
夫
等
ノ
人
ノ
負
担

二
属
ス
ル
税

二
付
テ
見
テ



67

モ
'
仏
蘭
西
ノ
高
等
会
議

ハ
'
斯
ノ
如
キ
税
ノ
興
廃
増
減

二
関
シ
テ
'
議
権
ヲ
持
テ
居
ル
ヤ
ウ
ニ
感
シ
マ
ス
'
左
レ
バ
私

ハ
此
ノ
会
モ
斯
ノ
如
キ
権

ヲ
持
ツ
ヤ
ウ
ニ
致
シ
タ
イ
-
-
｣

(農
商
工
高
等
会
議
前
掲
書
二
三
九
貢
｡)
こ
の
田
口
'
島
田
'
中
野
の
共
同
建
議
は
'
｢今
後
興
廃
増
減
セ
ラ
ル

へ
キ
税
種
中
製
産

二
関
ス
ル
モ
ノ
ニ
就
イ
テ
ハ
予
メ
其
方
案
ヲ
具
シ
テ
本
会
ノ
意
見
ヲ
諮
問
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
仕
｣

(同
右
書
二
三
六
頁
)

る

と
い
う
主
旨
で
あ
っ
た
が
'
無
修
正
の
ま
ま
可
決
さ
れ
た
｡

(
22
)
第

一
回
と
第
三
回
の
農
商
工
高
等
会
議
規
則
の
変
更
点
は
'
第
三
回
の
方
が
'

｢諮
問
に
応
じ
審
議
し
意
見
を
開
申
し
'
ま
た
は
建
議
す
べ
き
事

項
の
範
囲
が
'
貿
易
か
ら
農
商
工
全
般
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
｣

(通
商
産
業
省
前
掲
書
三
〇
頁
)
点
及
び

｢議
員
の
数
が
二
〇
人
か
ら
三
〇
人
以
内

に
増
加
し
'
ま
た
臨
時
議
員
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(同
右
書
)
点
で
あ
る
｡

(
23
)
金
井
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
｡

｢
-
-
委
員
会
ノ
報
告
卜
同
じ
言
葉
ヲ
使
ツ
テ

｢法
令
制
度
民
情
等

二
於
テ
其
共
通
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ

ヲ
廃
改
ス
ル
｣
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
申
シ
マ
シ
タ
ガ
'
此

｢
民
情
｣
ト
云
フ
字
ガ
少
シ
オ
カ
シ
イ
字
デ
ア
リ
マ
ス
カ
モ
知
レ
ヌ
デ
-
-

｢
民
情
｣
ト
云
フ

字

ハ
取
ツ
テ
置
イ
タ
方
ガ
却
テ
宜
シ
カ
ロ
ウ
ト
唯
今

ハ
感
ジ
テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
'
ソ
レ
カ
ラ
尚
ホ
正
誤
ヲ
致
シ
テ
置
キ
マ
ス
ガ
'
終
イ
ノ
方

ニ

｢
国
家
事
業
及
確
実
ナ
ル
民
業

(民
有
鉄
道
航
海
事
業
等
ノ
如
キ
ヲ
云
フ
)
｣
ト
シ
テ
直

ニ
｢
ニ
費
シ
｣
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
'
是

ハ
少
シ

分
ラ
ナ
イ
ノ
デ
'
チ
ョ
ッ
ト
或
人
力
ラ
注
意
ヲ
受
ケ
マ
シ
テ
-
-
民
業
ノ
保
護
卜
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
'

｢補
助
｣
ト
云
フ
字
ヲ
入
レ
テ
置
イ
テ

載
キ
タ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
-
-
｣
(農
商
工
高
等
会
議
前
掲
書
三
四
〇
頁
)0

(
24
)
例
え
ば
'

｢新
設
会
社
数
井
資
本
金
額
表
｣
と

｢解
散
会
社
数
井
資
本
金
額
表
｣
は
同

1
用
紙
に
印
刷
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
裏
面
に
は
目
錠
に
な

い

｢解
散
銀
行
数
及
資
本
額
表
｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

(
25
)
木
表
と

『農
商
務
統
計
表
』
所
収
表
が
整
合
す
る
の
は
正
貨
に
つ
い
て
で
あ
る
｡
紙
幣
に
つ
い
て
は
木
表
は
'
大
蔵
省

『明
治
三
十
年
幣
制
改
革

始
末
概
要
』
(
『明
治
前
期
財
政
経
済
資
料
集
成
』

〓

巻
二
所
収
)
の
掲
載
表
と
整
合
す
る
｡
但
し
そ
れ
は
二
七
年
以
後
に
つ
い
て
あ

り
'
二
六

年
に
つ
い
て
は

『概
要
』
表
と
木
表
は

一
致
し
な
い
｡
な
お
'
明
治
期
の
主
要
な
書
物
に
よ
る
紙
幣
流
通
量
の
記
載
の
差
異
に
つ
い
て
'
後
藤
新

一

『
日
本
の
金
融
統
計
』'
東
洋
経
済
新
報
社
'

一
九
七
〇
年
を
見
よ
｡
差
異
の
原
因
は
不
詳
で
あ
る
｡




